


　ビリニュス芸術アカデミーとの協定校プロジェクトは、水性木版画(伝統
木版)のワークショップを通して、両校の学生間の交流を行うとともに、浮世
絵以来の版画文化を紹介する事を目的として行われた。また、ビリニュス市
内のギャラリーGRAFOにおいて、本学大学院生の日々の研究成果を発表
する展覧会も開催した。ビリニュス芸術アカデミーは1793年に創立された
伝統ある学校であり、そのグラフィック学科と本学版画専攻はこれまでも積
極的な交流を行なってきた。近年、本学でも版表現を書籍の形態に展開す
る学生が増えているため、ブックアートに先進性のあるビリニュス芸術アカデ
ミーとはたいへん有意義な関係が構築されている。

　欧米の凸版画は油性インクによる印刷が一般的であり、リトアニアにおい
ても油性凸版がほとんどである。そのため日本の水性木版画は珍しく、今回
のワークショップが浮世絵版画とほぼ同じ方法であることで、現地での北斎
や写楽の人気と重なって大きな関心を集めた。
　水性木版画の視線を吸い込む優しい画面の肌合い、版木や和紙の特性
を最大限活かす考え方などが、エコロジカルな日本文化のひとつの特徴的
な面として映るようである。
　版画作品の空間作りにおけるアプローチは現代では日本もリトアニアもさ
ほど変わらないが、材料や技法への感覚はずいぶん違うはずである。油性
刷りの画面の強靭さに比べたら、水性刷りはとても儚いと感じたのではない
だろうか。しかしながら、グラフィック学科の学生達は、水性木版独特の紙の
繊維に擦り込むような摺りをすぐに習得した。そのような素材への感性の豊
かさは、リトアニアの人々の自然を愛する気質に通ずるのだろう。今回のプロ
ジェクトを通して、美しい街と純粋な人々の心に触れ、多くの事を学び、相互
を深く理解することができた。そして、この経験が各学生の今後の制作の糧
となる事を確信している。

遠藤 竜太
武蔵野美術大学油絵学科版画研究室教授
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　本プロジェクトにおける活動の要旨は2つ、一つはビリニュス市内のギャラ
リーでの作品展示、もう一つはビリニュス芸術アカデミーでの水性木版画ワ
ークショップである。どちらも武蔵野美術大学とビリニュス芸術アカデミー、双
方の作品並びに文化の理解を目的とした交流である。ここでは特に展覧会に
ついて述べていきたい。
　10月21日、ワークショップに先駆け、展覧会の展示設営作業から現地での
本格的な活動を開始した。  展覧会はビリニュス市内の GRAFO galleryに
て行った。中世の趣が色濃く残る旧市街に佇むこのギャラリーは地下にあり、
中は迷路のように小部屋が続くレンガ造りの「室」のようになっている。アカデ
ミーのケスティス教授によれば、かつてワインセラーだった施設をギャラリー
として再利用しているという。しかし、リトアニアは長い間隣国ソ連の支配下に
あった歴史を持つ国である。市街にはソ連の国家警察・KGBが置かれ、リトア
ニアの人々は厳しく監視されていた。政治的理由から逮捕された人々は拘留
や拷問を受け、多くの人々が命を落としたという、悲しい過去がある。そういっ
た背景を鑑みると、単にワインセラーとしての利用だけではなく、別の用途とし
ても機能していたのではないかと想像せずにはいられない、歴史の厚みを感
じられる空気で満たされた空間であった。レンガ壁は約500年前に造られた
物で脆くなっており、損傷を避けるため直接この壁に作品を展示することはで
きない。展示は室内に設置された白いパーテーション上に行うことになった。
独特な空間であるだけに展示も難易度が高いかと思われたが、レンガのタイ
ルに関連させたインスタレーションなど、限られた条件下でそれぞれ工夫を
凝らした展示を行い、結果的に見応えのある展覧会になったと思う。会場には
アカデミー生が展示している部屋もあり、最終的に両校の交流展という形に
なった。
　設営後、夕方から会場内にてオープニングレセプションが執り行われた。ケ
スティス教授をはじめとしたビリニュス芸術アカデミー関係者の他、在リトアニ
ア日本国大使館の特命全権大使夫妻がご出席されるなど、展覧会は盛況な
開幕となった。多くのアカデミー生も会場に訪れ、学生同士での作品を通した
交流も盛んに見られた。
　このように特殊性のある空間での展示は得難い経験となったはずだ。例え
ば、先に述べたKGBに関連して、肖像を描いた作品が拘留された人々をモチ
ーフにしているものと読み取られたことなどがそれにあたる。それは、同じ作品
であっても、展示する土地の持つ性格によって作品の持つ意味性も変化する
こともあるということを表している。そしてそういった見解は現地の人 と々の交
流を通すことで初めて分かることである。次の日にワークショップが控えてい
る状態ではあったが、本プロジェクトの成功をこの時感じたことを覚えている。

所 彰宏
武蔵野美術大学油絵学科版画研究室助手
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10月21日、展覧会のオープニングレセプションには多くの人々が来場し、意見交換を盛んに行った。
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　リトアニアのビリニュス芸術アカデミーにて4日間に渡り水性木版画のワーク
ショップが行われた。ワークショップでのレクチャーは摺りで使用するためのば
れん作りから始まった。今回のワークショップでは木製の当て皮の中に3本のポ
リエチレン性ロープを縒ったものを渦巻き状に巻いてばれん芯とし、真竹の皮
で包み代用ばれんを制作した。浮世絵によって発達を遂げてきた木版画では、
桜材の版木やばれん、和紙といった日本独自の道具が使用される。リトアニアを
始めとするヨーロッパにおける木版画で使用される素材と技法の違いに参加者
から注目が集まった。
　続いて浮世絵の技術を用いた摺りのレクチャーでは、桜材に葛飾北斎の神
奈川沖浪裏の主版を模刻した版木と和紙（今回は汎紙苑を使用）、水干絵の具
を使用した。日本独自とも言える水性絵の具を用いた摺りの技術は多岐に渡っ
て発達しており、現在の版画家たちに引き継がれている。摺りのレクチャーでは、
浮世絵の背景などに見られるグラデーションを作る「ぼかし摺り」、紙の地の色
を斑点状に残す「ごま摺り」、ばれんで強く摺り上げベタ面を作る「つぶし摺り」
を紹介した。ワークショップ参加者はでんぷん糊や水分量、ばれんの動かし方
を繊細に調節して摺りの調子を作りあげる様子に関心を高めていた。
　最後に彫刻刀の彫りによるレクチャーをし、シナベニヤ材を版木に使用し作
品を制作した。参加者の多くはあらかじめ下図を用意していたが、摺りによって
物質感やマチエールが加わり、新たなイメージが生まれることを非常に肯定的
に受け入れていた。
　4日間で4版を使用した作品を作るというタイトなスケジュールだったが、最終
日には熱量の感じられる作品が並んだ。今回のワークショップではビリニュスの
学生に限らず、本学の学生にも国際的な視野で版表現の研究を深める良い契
機になったに違いなく、今後の制作の糧となることを期待したい。

山田 ひかる
武蔵野美術大学油絵学科版画研究室教務補助員
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10月26日、世界遺産のあるニダへの研修旅行を行った。ビリニュスからニダへ向かう道中、十字架の丘や各地に点在する
歴史的な木造の教会を見学。
アカデミーが保有するレジデンス施設・ニダアートコロニーにて一泊し、翌日はトーマス・マン博物館やニダ各地にある文化
財家屋、クルシュー砂州を見学した。
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